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計算してみよう

８ ７
× ２ ７

３ ４
× ７ ４

２ ３ ４ ９ ２ ５ １ ６

暗算で計算ができる！



不思議な計算

一の位の数が同じで、十の位の数の和が１０

である２けたの数の積を考える。

３ ５
×７ ５

８ ７
×２ ７

２ ５２ ６ ４ ９２ ３

５２３×７＋５ 7２８×２＋７



では次の計算をしよう。

６ ８
×４ ８

６ ４３ ２

８２６×４＋８

ではこれを
乗法公式を
利用して
証明しよう。



その前に２けたの整数を式で表してみよう。

十の位の数がａで一の位の数がｃである
２けたの整数は、

１０ａ＋ｃ となる。

もう一つの２けたの数は、十の位の数をｂ
とすると、一の位の数が同じｃであるので、

１０ｂ＋ｃ となる。

ただし、ａ＋ｂ＝１０である。



2つの数は、１０ａ＋ｃ と １０ｂ＋ｃ

ただし、ａ＋ｂ＝１０

よって２数の積は

(１０ａ+ｃ)(１０ｂ+ｃ)＝１００ａｂ+１０ａｃ+１０ｂｃ+ｃ２

＝１００ａｂ+１０ｃ(ａ+ｂ) +ｃ２

＝１００ａｂ+１００ｃ+ｃ２

＝１００（ａｂ＋ｃ）＋ｃ２

ａ＋ｂ＝１０
を代入



次は整数の性質について

考えてみよう



連続する２つの偶数の

積に１をたした数は、

奇数の２乗となる

２と４ ４と６
６と８ ８と１０
･･･ といった数。

掛けた
答え。



連続する２つの偶数の積に１をたした数は、
奇数の２乗となる。

２ × ４ ＋ １ ＝ ９ ３２だ！

まずは確かめてみよう！

連続する偶数

４ × ６ ＋ １ ＝ ２５

(２と４の場合)

(４と６の場合)

５２ !

乗2の数奇

お
っ

お
おっ



２ ４ ６ ８ １０ １2  １４ １６ １８

１
を
た
す

8 24 48積 80 120 168 288224

9 25 81 121 169 289225

連続する偶数

49

32 52 72 92 112 132  152  172

全て奇数の２乗になっている。

ではこれをきちんと

証明してみよう。



ｎを整数とおくと、連続する2つの偶数は

２ｎ 、 ２ｎ＋２ と表される。

【証明】

よってそれらの積に1をたした数は、

２ｎ（２ｎ＋２）＋１ ＝ ４ｎ２＋４ｎ＋１

＝ （２ｎ＋１）２

２ｎ＋１は奇数であるので、
奇数の２乗となる。

因数分解！

２×(整数） だ。

連続する２つの偶数の

積に１をたした数は、

奇数の２乗になる。



では連続する２つの奇
数

の積に１をたした場合
は、

どうなるのだろうか。



予想してみよう！



１ ３ ５ ７ ９ １１ １３ １５ １７

１
を
た
す

3 15 35積 63 99 143 255195

4 16 64 100 144 256196

連続する奇数

36

22 42 62 82 102 122  142  162

全て偶数の２乗になっている。



連続する２つの奇数の

積に１をたした数は、

偶数の２乗になる。



これを証明しよう！



ｎを整数とおくと、連続する2つの奇数は

２ｎ－１ 、 ２ｎ＋１ と表される。

【証明】

よってそれらの積に1をたした数は、

（２ｎ－１）（２ｎ＋１）＋１＝ ４ｎ２－１＋１

＝ ４ｎ２

２ｎは偶数であるので､偶数の２乗となる。

和と差の積

２×(整数）＋１ だ。

＝ （２ｎ）２





次は、因数分解や

乗法公式を利用して

式の計算を工夫して

やってみよう。



因数分解の利用

ａ２－ ｂ２ ＝ ( ａ ＋ ｂ )( ａ － ｂ )

を利用して計算。

１７２－１３２＝ (１７＋１３)(１７－１３)

＝ ３０ × ４

＝ １２０

１７２－１３２を計算する。



式の展開の利用Ⅰ

(ａ－ｂ )２ ＝ ａ２－２ａｂ＋ ｂ２

を利用して計算。

(20－1)2 ＝ 202－2×20×1＋12

＝ 400－40＋1

＝ ３６１

１９２を計算する。

19 2＝(20－1)2



式の展開の利用Ⅱ

( ａ ＋ ｂ )( ａ － ｂ ) ＝ ａ２－ ｂ２

を利用して計算。

( ８０－３ )( ８０＋３ )＝ ８０2－３2

＝ ６４00－９

＝ ６３９１

７７×８３を計算する。

７７＝８０－３
８３＝８０＋３



〔問題〕

左図において、
水色の部分の
面積を求めよ。

・
ｒａ

ℓ

次の問題に挑戦してみよう



・
ｒ

・
ｒａ

－

２つの円の面積の差で求める。

(ａ＋ｒ)２×π － ｒ２×π

＝ π(ａ２＋２ａｒ＋ｒ２) － π ｒ２

＝ πａ２＋２πａｒ



ℓ
ℓ

次に ℓ の長さを求めよう。

a ｒ

この幅は だ。
２

ａ

よって半径は ＋ｒ となる。
２

ａ

これより ℓ ＝（ ＋ｒ ）×２×π
２

ａ

＝ πａ ＋ ２πｒ



ここに πａ ＋ ２πｒ ＝ ℓ

を代入すると、

面積 ： πａ２＋２πａｒ ＝ ａ（πａ ＋２πｒ）

ａ（πａ ＋ ２πｒ） ＝ ａ ℓ となる。

・
ｒａ

ℓ よって左の水色

部分の面積は

ａ ℓ となる。



おつかれさま！

G


